


















【要約】 1985 年 6 月から始まった厚生省「B 型肝炎母子感染防止事業」のテクノロジー

アセスメントを行った。1)本事業は B型肝炎ウイルスキャリアの新規発生をなくし、これ

によって B型肝炎ウイルス感染に基づく成人の慢性肝炎、肝硬変、肝癌を根絶しようとす

るもので、我が国ではこれら疾患の負担が極めて大きい。2)本事業による妊婦の HBs 抗原

検査の感度、特異度、実施率は極めて高い。3)妊婦の検査によって見つかった high risk

出生児への抗 HB ヒト免疫グロブリン、B 型肝炎ワクチンによる感染防止処置は高い有効

率を示し、全国での母子感染による B型肝炎ウイルスキャリア化率を 0.26%から 0.024%に

まで低下させたと推計された。この推計値は全国 3力所における学童、生徒の HBs 抗原検

査の結果で裏付けられつつある。4)本事業の費用便益を検討したところ、直接経費のみで

も年間 5億 1干万円ないし 9億 7千万円の便益が生じていると推計された。


